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一
月
十
三
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年

部
（
楠
本
学
部
長
）
は
、
本
所
に
て
第

二
〇
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
は
、
長
年
に
わ
た
り
青
年

部
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
佐
藤
宏
樹
さ
ん

（
秩
父
別
）、日
裏
健
二
さ
ん（
妹
背
牛
）、

林
徳
彰
さ
ん
（
沼
田
）
の
盟
友
三
名
を

表
彰
し
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、議
長
に
下
保
裕
樹
さ
ん（
沼

田
）
を
選
任
し
、
議
事
を
進
行
。
上
程

さ
れ
た
議
案
全
て
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
令
和
五
年
度
か
ら
の
新
役
員

体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

部　
　

長　

中
村　

敏
光
（
沼　

田
）

副
部
長　

藤
岡　
　

誠
（
秩
父
別
）

　
　
　
　
　

大
井　

基
生
（
妹
背
牛
）

理　
　

事　

山
岡
凌
太
郎
（
沼　

田
）

　
　
　
　
　

田
丸　

雅
統
（
秩
父
別
）

　
　
　
　
　

酒
田　

拓
也
（
妹
背
牛
）

代
表
監
事　

土
田　

翔
平
（
沼　

田
）

監　
　

事　

楠
本　
　

学
（
秩
父
別
）

　
　
　
　
　

長
谷　

修
幸
（
妹
背
牛
）

（
敬
称
略
）

　

二
月
九
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部

（
戸
村
千
代
美
部
長
）
は
、
本
所
に
て

第
十
五
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
女
性

部
員
八
一
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

戸
村
部
長
の
挨
拶
後
、
令
和
三
年
度

の
部
長
を
務
め
ら
れ
た
田
村
か
な
え
さ

ん
へ
感
謝
状
の
贈
呈
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
後
、我
部
山
真
美
さ
ん（
秩

父
別
）
を
議
長
に
選
任
し
、
令
和
四
年

度
の
活
動
報
告
や
令
和
五
年
度
の
計
画

案
等
が
説
明
さ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
総
会
で
役
員
の
改
選

が
行
わ
れ
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

部　

長　

生
田
ユ
カ
リ
（
沼　

田
）

副
部
長　

西
村　

智
子
（
妹
背
牛
）

　
　
　
　

岡
崎　

恵
子
（
秩
父
別
）

理　

事　

篠
永
美
保
子
（
沼　

田
）

　
　
　
　

寺
岡　

順
子
（
妹
背
牛
）

　
　
　
　

前
田　

栄
子
（
秩
父
別
）

監　

事　

渡
辺　

智
子
（
沼　

田
）

　
　
　
　

熊
谷　

明
美
（
妹
背
牛
）

　
　
　
　

本
村　

陽
子
（
秩
父
別
）

（
敬
称
略
）

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部  

通
常
総
会

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部 

通
常
総
会

楠本部長によるあいさつ

令和５年度新役員の皆さん

戸村部長によるあいさつ

令和５年度新役員の皆さん
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第
二
〇
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
通

常
総
会
に
お
い
て
、
部
長
と
い
う
大
役

を
預
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
変
光
栄
な
職
務
を
務

め
ら
れ
る
の
も
、
諸
先
輩
方
、
各
関
係

機
関
、関
係
団
体
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
皆
様
に
感

謝
致
し
ま
す
と
共
に
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
先
の

天
候
が
よ
く
融
雪
が
進
み
、
春
作
業
は

順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、
強
風
の
日
が

続
き
一
部
地
域
で
ハ
ウ
ス
に
被
害
が
で

ま
し
た
。
そ
の
後
は
概
ね
好
天
に
推
移

し
天
候
に
恵
ま
れ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。

　

基
幹
作
物
で
あ
る
水
稲
の
作
柄
に

お
い
て
は
、
北
空
知
で
作
況
指
数

「
一
〇
六
」
と
豊
作
基
調
で
あ
り
、
低

タ
ン
パ
ク
比
率
も
高
く
、
生
産
者
と
し

て
は
満
足
の
い
く
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

農
業
情
勢
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
お
け
る
行
動
規
制
の
緩

和
が
進
み
、米
の
外
食
需
要
が
回
復
し
、

米
価
も
若
干
上
が
っ
た
が
、
昨
年
二
月

よ
り
開
始
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
る
影
響
で
世
界
的
な
イ
ン

フ
レ
が
広
が
り
、
我
々
が
使
っ
て
い
る

肥
料
や
燃
料
、
農
業
資
材
の
高
騰
が
止

ま
ら
ず
、
今
後
の
営
農
に
大
き
な
不
安

が
残
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
我
々
農
業
者
が
置
か
れ

て
い
る
環
境
は
急
激
に
変
わ
る
可
能
性

が
あ
る
中
、
消
費
者
に
安
心
・
安
全
・

高
品
質
な
農
畜
産
物
を
安
定
供
給
す
る

と
共
に
、
地
域
社
会
を
支
え
る
基
幹
産

業
の
担
い
手
と
し
て
、
農
地
が
持
つ
多

面
的
機
能
を
維
持
し
、
未
来
に
繋
げ
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
が
設
立
さ
れ

二
十
年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
今
一

度
我
々
が
行
っ
て
い
る
組
織
活
動
と
向

き
合
い
、
よ
り
良
い
組
織
作
り
に
取
り

組
み
、
未
来
の
青
年
部
へ
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
我
々
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年

部
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層

の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

一
年
間
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
組
合
員
皆
様
に
は
女
性

部
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
て
深
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
第
十
五
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

女
性
部
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
部

長
と
い
う
大
役
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
共
に
選
ば
れ
た
役

員
と
協
力
し
な
が
ら
一
年
間
、
活
動
に

励
ん
で
参
り
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
意
見
・

ご
指
導
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
自
然
災
害
の
被
害
が
多

く
、
天
災
の
前
で
は
、
私
た
ち
は
無
力

だ
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
す
ぐ
に
現

地
に
向
か
う
医
療
関
係
者
・
自
衛
隊
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
少
し
で

も
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
作
柄

も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
近
年
異
常
気

象
に
悩
ま
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
肥
料
・

農
業
資
材
・
電
気
代
・
食
料
品
等
の
値

上
げ
に
よ
り
、
安
定
し
た
農
業
経
営
・

生
活
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
私
た
ち
女
性
は
家
計
を
守
る
も
の

と
し
て
、
値
上
げ
が
痛
手
と
な
っ
て
お

り
、
何
を
節
約
し
て
生
活
を
し
て
い
く

か
試
行
錯
誤
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
仕
事
で
も
あ
る
「
食
」
は

大
事
で
、
体
が
資
本
の
農
業
者
は
も
ち

ろ
ん
消
費
者
の
皆
様
に
「
安
心
、
安
全

な
も
の
を
お
届
け
す
る
」
こ
と
を
一
人

で
も
多
く
の
方
に
理
解
し
て
頂
き
、
農

業
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

女
性
部
活
動
に
お
き
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
が
緩
和

さ
れ
、
活
動
が
再
開
さ
れ
ま
す
。
部
員

減
少
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年
代
の

枠
を
越
え
て
目
的
に
応
じ
た
活
動
と
知

識
の
向
上
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
様
と
も
、
交

流
を
深
め
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
活
動
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
で

あ
っ
て
頂
き
た
く
、帰
る
と
き
に
は「
笑

顔
」
を
、
モ
ッ
ト
ー
に
組
織
作
り
が
で

き
る
よ
う
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
を
は

じ
め
と
す
る
各
関
係
機
関
の
皆
様
よ

り
、
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
女
性
部

活
動
へ
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
を
い
た
だ

け
ま
す
こ
と
を
、
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

就
任
挨
拶

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

青
年
部　

部
長

中

村

敏

光

就
任
挨
拶

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

女
性
部　

部
長

生　

田　

ユ
カ
リ
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〜 THE YOUTH FACE 〜
　
子
供
の
こ
ろ
か
ら
両
親
の
仕

事
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
は
農
業
を
仕
事
に
し
て
い

き
た
い
と
は
考
え
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
高
校
卒
業
後
は
秩
父

別
を
離
れ
町
外
で
就
職
。
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
も
な
く
、
つ

ま
ら
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

た
の
で
思
い
切
っ
て
退
職
し
実

家
の
農
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　
今
後
は
離
農
者
が
増
え
、
農
家
一
戸

あ
た
り
の
営
農
面
積
が
増
加
し
て
い
く

中
で
、
農
作
業
の
生
産
性
を
高
め
て
生

き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど
の
積
極
的
な
導
入

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

米
価
の
下
落
や
資
材
の
高
騰
な
ど
厳
し

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
高
品
質
か
つ
安

全
・
安
心
な
お
米
作
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
盟

友
や
他
支
部
と
の
交
流
が
多
く
な
り
、

農
業
に
関
す
る
様
々
な
考
え
方
や
最
新

技
術
、
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
機
会
だ
と
思
い
ま
す
の
で
今
後
と

も
青
年
部
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

　
現
在
は
父
、
兄
、
自
分
と
三
人
で
営

農
し
て
い
ま
す
が
、
機
械
化
が
進
ん
で

い
く
中
で
、
一
人
一
人
の
負
担
を
い
か

に
減
ら
せ
る
か
を
考
え
、
一
緒
に
支
え

あ
っ
て
い
け
る
よ
う
な
農
家
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。

横山　陵さん
秩父別地区・日の出農事組合

作付品目
米・麦・ブロッコリー

農
業
を
職
業
に
し
た
き
っ
か
け

と
も
に
営
農
を
行
う
家
族
に
つ
い
て

今
後
の
営
農
へ
の
想
い

小学生児童との食育事業にて、かぼちゃクイズをする横山さん（写真左）

２月の終わり、除雪を行い育苗ハウスの準備を進める横山さん

青
年
部
へ
の
参
加
に
つ
い
て
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一
月
十
八
日
、
妹
背
牛
支
所
に
て
、

農
事
組
合
長
会
総
会
・
第
一
回
農
事
組

合
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

農
事
組
合
長
会
総
会
で
は
、
役
員
の

選
出
・
互
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
山
下

修
さ
ん
（
妹
背
牛
南
）、
副
会
長
に
中

西
貴
彦
さ
ん
（
日
の
出
）、
野
田
真
実

さ
ん
（
沼
田
中
部
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
一
回
農
事
組
合
長
会
議

で
は
、
Ｊ
Ａ
よ
り
令
和
五
年
産
米
「
生

産
の
目
安
」
の
設
定
に
つ
い
て
、ま
た
、

令
和
五
年
度
水
稲
・
畑
作
面
積
調
査
や

温
床
除
雪
作
業
、
畑
作
種
子
の
取
り
ま

と
め
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

一
月
六
日
、
本
所
に
て
令
和
五
年
度

の
豊
穣
祈
願
祭
・
安
全
祈
願
祭
、
一
月

十
一
日
に
沼
田
支
所
の
第
一
六
号
倉
庫

内
に
て
役
員
・
関
係
職
員
が
出
席
し
農

業
倉
庫
蔵
開
き
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
が
組
合
員
の
皆
様
が
大
過
無

く
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
実
り
多
い
豊
か

な
秋
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
出
席
者
一同

神
前
に
手
を
合
わ
せ
祈
願
し
ま
し
た
。

山下会長あいさつ

農
事
組
合
長
総
会
・

第
一
回
農
事
組
合
長
会
議

令
和
五
年
度  

豊
年
祈
願
祭
・
安
全
祈
願
祭

並
び
に
農
業
倉
庫
開
き

地区 農　事 氏　名 全体

秩　
　

父　
　

別

日 の 出 中西　貴彦 副会長

穂 栄 上ヶ島良之

北 新 宮森　康彰

稲 豊 東　　隼人 幹　事

妹　
　

背　
　

牛

妹背牛南 山下　　修 会　長

妹背牛中央 河村　　桂

妹背牛北 宮崎　　悟 幹　事

沼　
　
　
　
　

田

沼田東部東 谷本　寿浩

沼田東部西 藤村　健一

沼田中部 野田　真実 副会長

沼田西部 馬渕　寿亘 幹　事

役職員総出で祈願しました

5



　

十
二
月
二
十
日
、
北
い
ぶ
き
メ
ロ
ン

生
産
組
合
（
松
永
徹
組
合
長
）
は
、
秩

父
別
温
泉
ち
っ
ぷ
・
ゆ
う
＆
ゆ
に
て
、

第
二
〇
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

松
永
組
合
長
挨
拶
後
、
株
式
会
社

キ
ョ
ク
イ
チ 

果
実
部
担
当
よ
り
、
令

和
四
年
度
の
メ
ロ
ン
市
場
・
流
通
に
つ

い
て
振
り
返
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
令
和
四
年
度

販
売
実
績
に
つ
い
て
、
品
種
ご
と
に
報

告
。
議
事
で
は
、
松
永
組
合
長
が
議
長

を
務
め
、
滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
メ
ロ
ン
の
宅
配
注
文

に
お
い
て
Ｊ
Ａ
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

基
に
、
次
年
度
の
メ
ロ
ン
栽
培
に
向
け

て
、
生
産
者
一
同
で
技
術
的
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
二
十
一
日
、
北
い
ぶ
き
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合
（
谷
水
敏
和
組

合
長
）
は
、
秩
父
別
温
泉
ち
っ
ぷ
・
ゆ

う
＆
ゆ
に
て
、
令
和
四
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

谷
水
組
合
長
挨
拶
後
、
共
励
会
受
賞

者
（
一
〇
〇
〇
ケ
ー
ス
以
上
の
出
荷
且

つ
特
秀
品
率
が
高
か
っ
た
方
）
と
し
て

宮
田
茂
樹
さ
ん
、
鬼
頭
輝
さ
ん
、
谷
水

敏
和
さ
ん
、
山
森
聡
さ
ん
、
山
森
正
巳

さ
ん
、特
別
賞
と
し
て
加
藤
義
浩
さ
ん
、

桃
野
貴
志
さ
ん
を
表
彰
。

　

ま
た
、
出
荷
奨
励
対
策
達
成
者
と
し

て
、
眞
島
秀
樹
さ
ん
、
遠
藤
大
亮
さ
ん
、

株
式
会
社
に
し
や
、
山
森
正
巳
さ
ん
、

植
田
辰
典
さ
ん
、
鬼
頭
輝
さ
ん
、
吉
川

健
一
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
谷
水
組
合
長
が
議
長
を
務

め
議
事
を
進
行
。
滞
り
な
く
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

北
い
ぶ
き
メ
ロ
ン
生
産
組
合 

通
常
総
会

北
い
ぶ
き
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合 

通
常
総
会

監査報告する辻則行さん（沼田東部西） 松永組合長あいさつ

写真右：表彰を受ける山森正巳さん（日の出） 谷水組合長あいさつ
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十
二
月
二
十
六
日
、
北
い
ぶ
き
蔬
菜

類
生
産
組
合
（
眞
島
秀
樹
組
合
長
）
は
、

本
所
に
て
第
十
七
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

眞
島
組
合
長
が
議
長
を
務
め
、
令

和
四
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承

認
・
監
査
報
告
、
令
和
五
年
度
事
業
計

画
（
案
）・
賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て
等
、

滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
事
業
報
告
で
は
、
三
月
に
シ
シ

ト
ウ
生
産
組
合
と
の
合
併
総
会
を
開
催

し
、
蔬
菜
類
生
産
組
合
シ
シ
ト
ウ
部
会

と
し
て
新
た
に
仲
間
が
増
え
た
こ
と
に
つ

い
て
、
眞
島
組
合
長
よ
り
改
め
て
、
感

謝
と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
六
月
六
日
に
始
ま
っ
た
シ
シ

ト
ウ
の
出
荷
か
ら
十
一
月
七
日
に
出
荷
を

終
了
し
た
キ
ャ
ベツ
ま
で
作
付
品
目
ご
と

に
販
売
実
績
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
四
日
、
北
い
ぶ
き
ク
リ
ー

ン
米
生
産
協
議
会
（
中
西
貴
彦
会
長
）

は
、
本
所
に
て
第
十
八
回
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

中
西
会
長
が
議
長
を
務
め
、
令
和
四

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承
認
・

監
査
報
告
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画

（
案
）・
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、
滞
り

な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

北
い
ぶ
き
蔬
菜
類
生
産
組
合 

通
常
総
会

北
い
ぶ
き
ク
リ
ー
ン
米
生
産
協
議
会 

通
常
総
会

中西会長あいさつ

監査報告する藤村和直さん（沼田東部西） 眞島組合長あいさつ
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一
月
十
八
日
、
ラ
・
カ
ン
パ
ー
ニ
ュ

ホ
テ
ル
深
川
に
て
、
北
育
ち
元
気
村
花

き
生
産
組
合
（
田
村
昌
之
組
合
長
）
は
、

通
常
総
会
並
び
に
基
調
講
演
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

総
会
前
に
行
わ
れ
た
基
調
講
演
で

は
、
株
式
会
社　

秀
芳
生
花
の
代
表
取

締
役　

黒
澤
健
一
氏
を
講
師
に
【
Ｂ
ｌ

ｏ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
の
活
動
と
今
後
の
花
業
界

に
つ
い
て
】の
題
で
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
冒
頭
に
、
花
き
出

荷
共
励
会
表
彰
が
そ
れ
ぞ
れ
品
目
別
に

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
田
村
組
合
長
挨
拶

で
は
令
和
四
年
度
の
販
売
額
が
目
標
の

一
六
億
円
を
達
成
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
出
席
し
た
生
産
者
の
皆
さ
ん
と
喜

び
を
共
感
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
に
つ
い

て
は
、
上
程
さ
れ
た
全
て
の
議
案
の
承

認
を
受
け
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人 

北
農
会
よ
り
令
和

四
年
度
の
安
孫
子
賞
に
熊
谷
勝
さ
ん

（
妹
背
牛
地
区
・
妹
背
牛
北
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

安
孫
子
賞
は
、
経
営
・
技
術
に
創
意

工
夫
を
加
え
、
堅
実
な
経
営
を
築
き
、

将
来
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
。
農

業
の
指
導
・
研
究
・
普
及
な
ど
に
努
め
、

誠
実
な
実
践
活
動
に
よ
り
農
業
改
良
に

顕
著
な
成
績
を
上
げ
た
北
海
道
の
農
業

従
事
者
へ
贈
ら
れ
、
今
回
で
六
三
回
目

を
迎
え
ま
す
。

　

熊
谷
さ
ん
は
水
稲
（
移
植
・
直
播
）、

黒
大
豆
、
小
麦
の
輪
作
体
系
で
、
北
海

道
直
播
協
議
会
や
空
知
地
区
水
稲
直
播

連
絡
協
議
会
な
ど
の
会
長
を
歴
任
さ

れ
、
全
道
で
の
直
播
栽
培
の
普
及
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農

業
や
機
械
の
共
同
利
用
組
合
の
立
ち
上

げ
な
ど
に
も
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
黒
大

豆
を
作
る
農
家
約
六
〇
戸
が
加
入
す
る

「
北
海
道
黒
大
豆
の
会
」
も
設
立
し
、

北
海
道
農
業
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
功
績
を
讃
え
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合 

通
常
総
会

熊
谷
勝
さ
ん 

我
孫
子
賞
を
受
賞

表彰を受ける我部山豊春さん（北新） 田村組合長あいさつ

熊谷さんあいさつ
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橋
向
美
月
さ
ん
（
妹
背
牛
地
区
・
妹

背
牛
南
）
が
「
北
海
道
農
業
士
」
と
し

て
、
認
定
証
を
授
与
さ
れ
、
報
告
に
来

組
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
北
海
道
農
業
士
」
と
は
、
地
域
農

業
の
中
核
的
な
担
い
手
と
し
て
、
経
営

改
善
や
地
域
農
業
の
振
興
な
ど
に
積
極

的
・
意
欲
的
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
農

業
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
北
海
道
よ
り
楠
本
典
子
さ
ん

（
秩
父
別
地
区
・
穂
栄
）
と
佐
藤
忠
美

さ
ん
（
妹
背
牛
地
区
・
妹
背
牛
北
）
へ
、

北
海
道
指
導
農
業
士
と
し
て
担
い
手
の

育
成
・
指
導
に
尽
力
さ
れ
、
北
海
道
農

業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
で
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
経
験
を
活
か
し
若
手
農
業
者

た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
管
内

の
指
導
農
業
士
・
農
業
士
と
共
に
さ
ら

な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
十
一回
理
事
会〈
十
二
月
二
十
三
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
経
営
定
期
点
検
の
実
施
結
果
に
つ
い

　

て
○
職
務
権
限
表
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
度
事
業
収
支
見
込
（
十
一

月
末
基
準
）
に
つ
い
て

○
農
事
組
合
別
組
合
員
・
女
性
部
と
の

懇
談
会
に
係
る
意
見
・
要
望
等
の
対

応
に
つ
い
て

○
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
令
和
四
年
度
特
定
組
合
員
の
ク
ミ
カ

ン
収
支
実
績
に
つ
い
て

○
長
期
資
金
の
貸
出
し
状
況
に
つ
い
て

○
令
和
五
年
営
農
計
画
書
審
査
方
針
に

つ
い
て

○
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
資

金
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
四
年
度
畑
作
経
営
所
得
安
定
対

策
に
係
る
仮
渡
金
の
実
施
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
令
和
四
年
度
農
薬
大
口
引
取
奨
励
実

績
に
つ
い
て

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
十
一

月
末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

特
定
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
の
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
程
」・「
不

祥
事
対
応
要
領
」、
並
び
に
「
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

目
的
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　

利
益
相
反
取
引
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
付
け

の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
信
用
限
度
八
〇
％
を
超
え
る
組
合
員

へ
の
貸
付
に
つ
い
て

○
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
設
立
二
〇
周
年
記
念

橋
向
美
月
さ
ん
が

北
海
道
農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

楠
本
典
子
さ
ん
、
佐
藤
忠
美
さ
ん
へ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

理
事
会
報
告

左からJA黒田組合長、楠本さん、橋向さん、佐藤さん、JA中易専務
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に
係
る
組
合
員
へ
の
記
念
品
等
に
つ

い
て

第
十
二
回
理
事
会
〈
一
月
三
十
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

監
事
会

○
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

管
理
本
部

○
主
要
行
事
予
定
に
つ
い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
令
和
五
年
度
役
員
報
酬
に
か
か
わ
る

答
申
に
つ
い
て

○
令
和
五
年
度
会
計
監
査
人
の
報
酬
額

に
つ
い
て

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
定
期
報
告
に
つ

い
て

○
正
組
合
員
満
足
度
調
査
、
並
び
に
准

組
合
員
満
足
度
調
査
の
実
施
結
果
に

つ
い
て

○
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

○
令
和
五
年
度
新
採
用
職
員
の
内
定
状

況
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

　

て
○
令
和
四
年
度
支
所
別
ク
ミ
カ
ン
収
支

状
況
の
報
告
、
並
び
に
特
定
組
合
員

の
収
支
実
績
に
つ
い
て

○
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金

の
申
し
込
み
状
況
に
つ
い
て

○
令
和
五
年
度
広
域
共
済
推
進
要
領
の

設
定
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
五
年
産
生
産
の
目
安
・
非
主
食

用
米
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
令
和
五
年
度
北
い
ぶ
き
農
事
組
合

長
、
農
協
青
年
部
の
新
役
員
に
つ
い

て
○
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の
畑
地

化
事
業
に
つ
い
て

○
う
る
ち
米
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
産
小
麦
・
大
豆
の
共
同
計

算
精
算
払
い
結
果
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
五
年
産
イ
エ
ス
ク
リ
ー
ン
米
・

農
薬
節
減
米
使
用
農
薬
体
系
に
つ
い

て
購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
十
二

月
末
）
に
つ
い
て

○
令
和
五
年
度
農
薬
奨
励
な
ら
び
に
大

口
引
取
奨
励
対
策
に
つ
い
て

内
部
監
査
室

○
令
和
三
年
産
麦
・
大
豆
の
共
同
計
算

の
精
算
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
決
算
・
総
代
会
等
主
要
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

○
役
員
報
酬
審
議
会
か
ら
の
付
帯
意
見

に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
度
事
業
収
支
決
算
見
込
み

（
十
二
月
末
現
在
）
並
び
に
、
令
和

四
年
度
事
業
・
剰
余
金
処
分
（
事
業

分
量
配
当
金
）
の
対
応
に
つ
い
て

○
職
員
・
準
職
員
の
給
与
に
か
か
わ
る

諸
手
当
、
並
び
に
定
時
給
与
の
見
直

し
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

令
和
四
年
度
決
算
手
当
（
物
価
高
騰

手
当
含
む
）
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　
「
第
四
五
回
秩
父
別
と
ん
で
ん
ま
つ

り
」
に
係
る
寄
付
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　
「
災
害
対
策
計
画
」
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
四
号

　
「
経
理
規
程
」
の
一
部
改
正
に
つ
い　

て
議
案
第
五
号

　
「
職
員
就
業
規
則
」
並
び
に
「
準
職

員
就
業
規
則
」
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
議
案
第
六
号

　
「
職
能
資
格
規
程
」
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
七
号

　

令
和
五
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
八
号

　

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い　

　

て
議
案
第
九
号

　

令
和
五
年
度
内
部
監
査
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

議
案
第
十
号

　

リ
ス
ク
評
価
書
の
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号

　

農
業
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号

　

出
資
金
の
譲
渡
、
並
び
に
減
口
に
つ

い
て

議
案
第
十
三
号

　

信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
し
付

け
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
十
四
号

　

花
卉
等
生
産
者
へ
の
営
農
用
灯
油
特

別
価
格
奨
励
の
対
応
に
つ
い
て
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十
一
月
二
十
九
日
、
女
性
部
沼
田
支

部
（
加
藤
早
苗
支
部
長
）
は
、
沼
田
町

ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
一
夜
研

修
を
開
催
し
、
二
三
名
が
出
席
し
ま
し

た
。　

　

講
師
に
は
、
深
川
市
な
ご
む
ガ
ー
デ

ン
の
嶋
氏
を
お
招
き
し
、「
お
し
ゃ
れ

し
め
飾
り
講
習
会
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

花
や
リ
ボ
ン
、
小
さ
な
扇
子
等
を
し

め
飾
り
の
ベ
ー
ス
と
な
る
水
引
の
束
に

括
り
、
飾
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
ど

れ
も
素
敵
な
作
品
に
仕
上
が
り
、
部
員

の
皆
さ
ん
は
と
て
も
満
足
し
た
様
子
で

し
た
。

　

終
了
後
は
沼
田
町
ほ
ろ
し
ん
温
泉
へ

移
動
し
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
で
笑
顔
の
絶
え
ぬ
懇
親
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
五
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性

部
沼
田
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
鶴
山

八
千
子
会
長
）
は
、
沼
田
町
ま
ち
な
か

ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
部
員
研
修
を
開
催

し
、
会
員
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
深
川
市
花
パ
レ
ッ
ト
の

青
木
氏
を
お
招
き
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
型
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ヒ
バ
の
木
を
土
台
に
鮮
や
か
な
赤
色

を
基
本
と
し
た
生
花
で
彩
り
、
リ
ボ
ン

等
の
小
物
で
飾
り
付
け
ま
し
た
。
ク
リ

ス
マ
ス
気
分
を
盛
り
上
げ
る
華
や
か
な

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
沼
田
支
部 

一
夜
研
修

女
性
部
沼
田
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ  

部
員
研
修

カラフルな水引を用いて思い思いの作品を作りました

素敵な作品が完成しました
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十
二
月
六
日
、
沼
田
町
花
卉
産
組
合

（
室
田
健
一
組
合
長
）
は
、
沼
田
町
ま

ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
第
三
六
回

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

室
田
組
合
長
挨
拶
で
は
喜
ば
し
い
結

果
と
な
っ
た
令
和
四
年
度
の
花
卉
販
売

実
績
に
つ
い
て
触
れ
、
高
収
益
を
見
込

む
こ
と
が
で
き
る
花
卉
生
産
の
魅
力
を

周
囲
へ
広
め
、
新
規
作
付
け
者
の
増
加

に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
令
和
四
年
度

販
売
実
績
に
つ
い
て
、
高
い
実
績
と

な
っ
た
要
因
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
議

事
で
は
、室
田
組
合
長
が
議
長
を
務
め
、

滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

十
二
月
七
日
、
花
き
生
産
組
合
秩
父

別
支
部
（
越
智
利
政
組
合
長
）
は
、
秩

父
別
温
泉
ち
っ
ぷ
・
ゆ
う
＆
ゆ
に
て
令

和
四
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

越
智
組
合
長
挨
拶
後
、
議
事
で
は
越

智
組
合
長
が
議
長
を
務
め
、
令
和
四
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承
認
・
監

査
報
告
、令
和
五
年
度
事
業
計
画(

案)

・

収
支
予
算
（
案
）・
賦
課
金
の
徴
収
に

つ
い
て
等
、
滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
事
務
局
よ
り
令
和
四
年
度

販
売
実
績
が
報
告
さ
れ
、
本
州
で
の
不

作
等
に
よ
り
多
く
の
品
種
で
箱
単
価
が

高
い
状
況
で
あ
っ
た
影
響
も
あ
り
、
北

育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合
全
体
と
し

て
過
去
最
高
額
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

沼
田
町
花
卉
生
産
組
合 

通
常
総
会

花
き
生
産
組
合
秩
父
別
支
部  

通
常
総
会

室田組合長あいさつ

越智組合長あいさつ
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十
二
月
七
日
、
妹
背
牛
町
花
生
産
組

合
（
原
力
也
組
合
長
）
は
、
妹
背
牛
支

所
に
て
第
三
八
回
通
常
総
会
・
反
省
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

原
組
合
長
挨
拶
後
、
議
事
で
は
原
組

合
長
が
議
長
を
務
め
、
滞
り
な
く
全
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
後
の
反
省
会
で
は
、
事
務

局
よ
り
高
い
実
績
と
な
っ
た
令
和
四
年

度
販
売
実
績
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た

後
、
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
気
象
経
過
と

と
も
に
花
卉
品
目
別
に
生
育
状
況
や
病

害
虫
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
販
売
先
か
ら
の
品
目

別
品
質
評
価
・
要
望
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄

せ
ら
れ
た
ご
意
見
や
評
価
内
容
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
二
日
、
青
年
部
秩
父
別
支

部
（
楠
本
学
支
部
長
）
は
、
本
所
に
て

第
二
〇
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

楠
本
支
部
長
挨
拶
後
、
議
長
に
宮
森

康
彰
さ
ん
（
北
新
）
を
選
任
し
、
議
事

を
進
行
。
滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
の
最
後
に
は
十
月
二
十
五

日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ

た
Ｊ
Ａ
空
知
青
年
部
連
合
会
道
外
視
察

研
修
に
参
加
し
た
田
中
学
さ
ん（
穂
栄
）

よ
り
、
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
五
年
度
か
ら
の
新
役
員

体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

支
部
長　

藤
岡　
　

誠
（
稲　

豊
）

副
支
部
長　

田
丸　

雅
統
（
北　

新
）

理　
　

事　

池
川　

怜
汰
（
穂　

栄
）

理　
　

事　

山
崎　
　

蓮
（
穂　

栄
）

理　
　

事　

田
中　
　

学
（
穂　

栄
）

代
表
監
事　

楠
本　
　

学
（
穂　

栄
）

監　
　

事　

横
山　
　

陵
（
日
の
出
）

（
敬
称
略
）

妹
背
牛
町
花
生
産
組
合 

通
常
総
会

青
年
部
秩
父
別
支
部  

通
常
総
会

田中学さんより道外視察研修について報告

原組合長あいさつ

新役員の皆さん

13



　

十
二
月
十
三
日
、
青
年
部
妹
背
牛
支

部
（
長
谷
修
幸
支
部
長
）
は
、
妹
背
牛

支
所
に
て
第
二
〇
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

長
谷
支
部
長
挨
拶
後
、
議
長
に
太
田

昌
宏
さ
ん
（
妹
背
牛
南
）
を
選
任
し
、

議
事
を
進
行
。
滞
り
な
く
全
て
の
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
の
最
後
に
本
年
度
を
も
っ

て
勇
退
さ
れ
る
鵜
飼
辰
徳
さ
ん
（
妹
背

牛
北
）、岸
上
敏
之
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）、

町
田
誠
一
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）、
岡
田

康
夫
さ
ん
（
妹
背
牛
南
）、
太
田
昌
宏

さ
ん
（
妹
背
牛
南
）
へ
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
五
年
度
か
ら
の
新
役
員

体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

支
部
長　

大
井　

基
生（
妹
背
牛
中
央
）

副
支
部
長　

酒
田　

拓
也（
妹
背
牛
北
）

上
席
理
事　

田
村
昌
一
郎（
妹
背
牛
北
）

理　
　

事　

熊
谷　
　

俊（
妹
背
牛
北
）

理　
　

事　

堀
田　

雄
磨（
妹
背
牛
中
央
）

代
表
監
事　

長
谷　

修
幸（
妹
背
牛
南
）

監　
　

事　

佐
藤　

幸
毅（
妹
背
牛
中
央
）

（
敬
称
略
）

　

十
二
月
十
四
日
、
青
年
部
沼
田
支
部

（
土
田
翔
平
支
部
長
）
は
、
沼
田
町
ま

ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
第
二
〇
回

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

土
田
支
部
長
挨
拶
後
、
令
和
四
年
度

を
も
っ
て
役
員
を
退
任
す
る
林
徳
彰
さ

ん
（
沼
田
中
部
）
へ
感
謝
状
を
贈
呈
。

ま
た
、
優
良
部
員
と
し
て
斉
藤
健
太
さ

ん
（
沼
田
東
部
西
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
河
村
大
城
さ
ん
（
沼
田
東

部
西
）
を
議
長
に
選
任
し
、
議
事
を
進

行
。
滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
五
年
度
か
ら
の
新
役
員

体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

支
部
長　

中
村　

敏
光（
沼
田
東
部
東
）

副
支
部
長　

山
岡
凌
太
郎（
沼
田
東
部
西
）

理　
　

事　

下
保　

裕
樹（
沼
田
中
部
）

理　
　

事　

堀　
　

祐
介（
沼
田
西
部
）

理　
　

事　

黒
田　

亮
太（
沼
田
東
部
西
）

理　
　

事　

須
網　

敬
亮（
沼
田
東
部
東
）

理　
　

事　

中
村　

一
歩（
沼
田
東
部
東
）

理　
　

事　

加
藤　

勇
樹（
沼
田
東
部
西
）

代
表
監
事　

土
田　

翔
平（
沼
田
東
部
東
）

監　
　

事　

長
原　

慎
司（
沼
田
中
部
）

（
敬
称
略
）

青
年
部
沼
田
支
部  

通
常
総
会

長谷支部長あいさつ

新役員の皆さん

青
年
部
妹
背
牛
支
部  

通
常
総
会

土田支部長あいさつ

新役員の皆さん
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一
月
十
七
日
、
女
性
部
妹
背

牛
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会

（
渡
会
真
紀
会
長
）
は
、
妹
背

牛
支
所
に
て
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
綱
領
を
女
性
部
妹
背

牛
支
部
西
村
支
部
長
に
朗
唱
頂

き
、
渡
会
会
長
の
挨
拶
、
来
賓

祝
辞
で
は
德
本
妹
背
牛
地
区
代

表
理
事
、
西
村
支
部
長
よ
り
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
四
年
度

の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
、
令
和
五
年
度
の
事
業
計
画

（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）
が
行

わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
令
和
五
年
度
か
ら
の
新

役
員
体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

会　

長　

町
田
い
ず
み

　
　
　
　
　
　
（
妹
背
牛
北
）

副
会
長　

熊
谷　

美
幸

　
　
　
　
　
　
（
妹
背
牛
北
）

会　

計　

副
会
長
兼
務

（
敬
称
略
）

　

一
月
二
十
六
日
、
女
性
部
沼
田
支
部

（
加
藤
早
苗
支
部
長
）
は
、
ま
ち
な
か

ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
、
第
二
〇
回
通
常

総
会
を
開
催
し
、
部
員
三
五
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
加
藤
支
部
長
よ
り
挨

拶
後
、
議
長
に
は
岡
田
久
恵
さ
ん
（
東

部
西
）
を
選
任
し
議
事
を
進
行
。
役
員

か
ら
は
令
和
四
年
度
の
事
業
報
告
な
ど

五
つ
の
議
案
が
提
出
さ
れ
全
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

令
和
五
年
度
か
ら
の
新
役
員
体
制
は
次

の
通
り
で
す
。

支
部
長　

生
田
ユ
カ
リ（
沼
田
西
部
）

副
支
部
長　

篠
永
美
保
子（
沼
田
東
部
東
）

理　
　

事　

渡
辺　

智
子（
沼
田
東
部
西
）

監　
　

事　

伊
藤　

智
美（
沼
田
東
部
西
）

監　
　

事　

横
山　

麻
絵（
沼
田
東
部
東
）

（
敬
称
略
）

女
性
部
妹
背
牛
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
集
い

女
性
部
沼
田
支
部 

通
常
総
会

加藤支部長あいさつ

新役員の皆さん
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一
月
二
十
七
日
、
女
性
部
秩
父
別
支

部
（
戸
村
千
代
美
支
部
長
）
は
本
所
に

て
、
第
二
〇
回
通
常
総
会
を
開
催
し
部

員
二
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

戸
村
支
部
長
の
挨
拶
後
、
藤
岡
明
美

さ
ん
（
稲
豊
）
を
議
長
に
選
任
し
、
議

事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
な
ど
議
案
が
提
出
さ
れ
、

藤
岡
さ
ん
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
の
も

と
、
議
案
全
て
が
承
認
さ
れ
総
会
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
表

会
を
開
催
。
普
段
は
各
々
で
活
動
し
て

い
る
サ
ー
ク
ル
（
ウ
ク
レ
レ
・
ヨ
ガ
・

料
理
・
手
芸
）
同
士
が
交
流
す
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
は

女
性
部
員
で
な
い
方
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

令
和
五
年
度
か
ら
の
新
役
員
体
制
は
次

の
通
り
で
す
。

支
部
長　

岡
崎　

恵
子
（
北　

新
）

副
支
部
長　

前
田　

栄
子
（
稲　

豊
）

監　
　

事　

本
村　

陽
子
（
稲　

豊
）

監　
　

事　

髙
崎　

哲
美
（
北　

新
）

（
敬
称
略
）

　

女
性
部
妹
背
牛
支
部
（
西
村
智
子
支

部
長
）
は
、
第
二
〇
回
通
常
総
会
を
書

面
議
決
に
よ
り
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
五
日
に
通
常
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
悪
天
候
の
為
、

開
催
方
法
を
書
面
議
決
へ
変
更
し
、
二

月
三
日
に
開
票
を
行
い
ま
し
た
。
各
議

案
と
も
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
月
三
十
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支
部

（
西
村
智
子
支
部
長
）は
、
令
和
四
年
度

女
性
部
本
部
事
業
の
地
域
貢
献
事
業
、

ま
た
、
女
性
部
妹
背
牛
支
部
事
業
で
の

リ
ン
グ
プ
ル
寄
贈
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
域
貢
献
事
業
は
、妹
背
牛
保
育
所
、

Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
（
子
育
て
世
代
交
流
施
設
）、

妹
背
牛
小
学
校
、
妹
背
牛
中
学
校
へ
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
必
要
な
マ

ス
ク
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
等
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
各
施
設
か
ら
は
、「
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変

助
か
り
ま
す
。」
と
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。

　

支
部
事
業
の
リ
ン
グ
プ
ル
寄
贈
で

は
、
妹
背
牛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

二
一
．
五
六
ｋ
ｇ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

妹
背
牛
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
昨

年
度
は
事
業
開
始
か
ら
初
め
て
車
椅
子

一
台
に
交
換
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
の

報
告
も
あ
り
、
二
台
目
の
車
イ
ス
と
交

換
出
来
る
よ
う
、
部
員
に
収
集
の
協
力

を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

戸村部長あいさつ

新役員の皆さん

女
性
部
秩
父
別
支
部  

通
常
総
会

女
性
部
妹
背
牛
支
部

通

常

総

会

女
性
部
妹
背
牛
支
部

町
内
関
係
機
関
へ
ウ
イ
ル
ス
対
策
備
品
・

リ
ン
グ
プ
ル
を
寄
贈

ウイルス対策備品を寄贈福祉協議会にて
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二
月
六
日
、
女
性
部
秩
父
別
支
部
エ

ル
ダ
ー
（
北
守
公
子
会
長
）
は
、
秩
父

別
温
泉
ゆ
う
＆
ゆ
に
て
第
五
回
通
常
総

会
を
開
催
し
、
会
員
十
六
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

 

令
和
四
年
度
活
動
・
収
支
決
算
報
告

な
ど
上
程
し
た
全
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

 

総
会
終
了
後
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
等

を
語
り
合
い
、
会
員
間
の
親
睦
も
深
ま

り
ま
し
た
。

 

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

令
和
五
年
度
か
ら
の
新
役
員
体
制
は
次

の
通
り
で
す
。

会　

長　

髙
橋　

信
子
（
稲　

豊
）

副
会
長　

内
海
由
美
子
（
日
の
出
）

副
会
長　

山
田
佳
代
子
（
北　

新
）

（
敬
称
略
）

　

二
月
六
日
、
女
性
部
沼
田
支
部
（
生

田
ユ
カ
リ
支
部
長
）
は
、
新
役
員
五
名

で
沼
田
町
役
場
を
訪
問
し
、女
性
部
員
・

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
員
か
ら
提
供
頂
い

た
「
ぞ
う
き
ん
用
タ
オ
ル
」
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　

タ
オ
ル
を
受
け
取
っ
た
横
山
町
長
か

ら
は
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
」
と

の
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
タ
オ

ル
は
和
風
園
や
旭
寿
園
な
ど
の
施
設
で

使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

二
月
十
日
、
女
性
部
秩
父
別
支
部
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
植
田
麻
沙
子
会
長
）

は
、
秩
父
別
温
泉
ゆ
う
＆
ゆ
に
て
全
体

集
会
を
開
催
し
、
会
員
七
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

令
和
四
年
度
活
動
・
収
支
決
算
報
告
、

次
年
度
収
支
予
算
・
活
動
計
画
案
な
ど

上
程
し
た
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
一
年
の
活
動
を
振
り
返
り
、

組
織
運
営
を
全
員
で
行
っ
て
い
こ
う
と

今
年
の
部
員
研
修
の
行
き
先
に
つ
い
て

会
員
の
意
見
を
聞
き
、
事
業
に
向
け
て

準
備
を
開
始
致
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

令
和
五
年
度
か
ら
の
新
役
員
体
制
は
次

の
通
り
で
す
。

会　

長　

石
井
由
紀
乃
（
稲　

豊
）

副
会
長　

永
守　

智
巳
（
北　

新
）

（
敬
称
略
）

　

二
月
十
一
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年

部
妹
背
牛
支
部
（
大
井
基
生
支
部
長
）

は
、
妹
背
牛
商
工
会
青
年
部
・
役
場
職

員
有
志
で
共
同
開
催
し
て
い
る
「
ス

ノ
フ
ェ
ス
」
を
妹
背
牛
町
カ
ー
リ
ン

グ
ホ
ー
ル
前
駐
車
場
に
て
開
催
し
ま
し

た
。　

　

妹
背
牛
町
民
を
対
象
と
し
た
開
催

で
、
特
に
小
中
学
校
、
認
定
こ
ど
も
園

へ
呼
び
か
け
、
子
供
向
け
に
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
体
験
や
雪
中
宝
探
し
と
い
っ

た
冬
な
ら
で
は
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

用
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
焼
肉
を
楽
し

め
る
だ
け
で
な
く
、
ラ
ー
メ
ン
や
お
で

ん
等
を
販
売
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
極
寒
の

中
、
ア
イ
ス
の
早
食
い
大
会
が
行
わ
れ

た
他
、
打
ち
上
げ
花
火
で
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
り
ま
し
た
。

女
性
部
秩
父
別
支
部
エ
ル
ダ
ー

通

常

総

会 

女
性
部
沼
田
支
部

沼
田
町
へ
ぞ
う
き
ん
用
タ
オ
ル
寄
贈 

女
性
部
秩
父
別
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

全

体

集

会

青
年
部
妹
背
牛
支
部

ス
ノ
フ
ェ
ス
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二
月
十
三
日
、
女
性
部
沼
田
支
部
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
鶴
山
八
千
子
会
長
）

は
、
ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
通

常
総
会
を
開
催
し
、
会
員
七
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
四
年
度
活
動
報
告

及
び
収
支
決
算
、
令
和
五
年
度
計
画
案

な
ど
上
程
し
た
全
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

令
和
五
年
度
か
ら
の
新
役
員
体
制
は
次

の
通
り
で
す
。

会　

長　

原
田
亜
希
子（
沼
田
東
部
東
）

副
会
長　

藤
田　

里
奈（
沼
田
中
部
）

監　

事　

渡
邊　

幸
恵（
沼
田
東
部
東
）

（
敬
称
略
）

　

二
月
十
四
日
、
女
性
部
秩
父
別
支
部

（
岡
崎
恵
子
支
部
長
）
は
、
本
所
に
て
、

座
学
で
の
「
野
菜
の
青
空
教
室
」
を
開

催
し
、
講
師
に
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
志

和
専
門
主
任
と
太
田
普
及
指
導
員
を
お

招
き
し
、
女
性
部
と
エ
ル
ダ
ー
よ
り

一
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

春
の
種
ま
き
に
向
け
て
、
事
前
に
野

菜
作
り
に
つ
い
て
部
員
か
ら
質
問
を
募

集
し
て
お
り
、
講
師
の
方
々
に
資
料
を

用
い
て
詳
し
く
回
答
し
て
頂
き
、
大
変

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
講
師
を
交
え
た
茶
話
会

を
開
き
、
農
薬
に
つ
い
て
な
ど
さ
ら
に
深

堀
り
し
た
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
夏
に
は
圃
場
に
て
「
野
菜
の
青
空

教
室
」
を
開
催
し
よ
う
と
計
画
中
で
す
。

　

二
月
二
十
二
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支

部
（
西
村
智
子
支
部
長
）
は
、
年
二
回

実
施
し
て
い
る
助
け
合
い
組
織
運
動
に

て
、
独
居
老
人
宅
（
一
部
生
活
支
援
施

設
入
居
者
含
む
）
へ
手
作
り
豆
腐
を
配

布
し
ま
し
た
。

　

約
一
四
〇
人
の
方
へ
配
布
す
る
に
あ

た
り
、
早
朝
か
ら
役
員
五
名
と
連
絡
委

員
四
名
の
計
九
名
で
豆
腐
を
作
り
、
民

生
委
員
の
方
に
協
力
頂
き
な
が
ら
配
布

し
ま
し
た
。
助
け
合
い
組
織
運
動
の
豆

腐
配
布
は
、
皆
さ
ん
心
待
ち
に
し
て
い

て
、
伺
っ
た
際
に
は
、「
手
作
り
豆
腐
、

美
味
し
い
よ
」「
次
回
も
楽
し
み
し
て

い
る
ね
」
と
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

女
性
部
沼
田
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

通

常

総

会 

女
性
部
秩
父
別
支
部

野
菜
の
青
空
教
室

女
性
部
妹
背
牛
支
部

助
け
合
い
組
織
運
動

大変好評を頂いています
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二
月
二
十
八
日
、
女
性
部
沼
田
支
部

（
生
田
ユ
カ
リ
支
部
長
）
は
、
沼
田
町

健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か

ホ
ー
ル
」
に
て
、部
員
研
修
を
開
催
し
、

二
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

農
作
業
中
の
怪
我
防
止
を
目
的
と
し

て
、
Ｎ-

ｌ
ｉ
ｎ
ｋ.

の
森
田
弘
美
氏

を
講
師
に
迎
え
、
脳
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
を
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
体
を
使
っ

た
脳
ト
レ
で
は
皆
さ
ん
混
乱
し
な
が
ら

も
、
仲
間
同
士
で
沢
山
笑
い
、
楽
し
み

な
が
ら
行
え
ま
し
た
。「
運
動
量
も
ち
ょ

う
ど
良
く
、
み
ん
な
で
楽
し
め
て
良

か
っ
た
」
と
好
評
の
様
子
で
し
た
。

　

三
月
十
日
、
沼
田
支
所
寿
会
（
沼
本

幸
子
会
長
）
は
、
ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ

ウ
ン
に
て
通
常
総
会
を
開
催
し
、
会
員

十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

沼
本
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
は

令
和
四
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
、
令
和
五
年
度
活
動
計
画
並
び
に
収

支
予
算
等
が
上
程
さ
れ
、
全
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
五
年
度
は
会
員
十
四
名

で
の
ス
タ
ー
ト
を
確
認
し
、
役
員
の
改

選
で
は
令
和
四
年
度
役
員
が
留
任
し
次

の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

会　

長　

沼
本　

幸
子（
沼
田
東
部
西
）

副
会
長　

横
山　

和
子（
沼
田
東
部
東
）

副
会
長　

込
山
シ
ズ
子（
沼
田
東
部
東
）

副
会
長　

渡
辺　

智
子（
沼
田
東
部
西
）

（
敬
称
略
）

　

一
月
十
六
日
、
全
職
員
を
対
象
と
し
た

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
は
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対

策
等
を
図
る
た
め
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
実
際
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反

事
例
や
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ア

ン
ガ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
、
ま

た
、
Ｊ
Ａ
か
ら
災
害
対
策
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
等
）
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
組

織
活
動
で
の
注
意
点
に
つ
い
て
改
め
て

職
員
で
共
有
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
月
二
十
日
に
は
、
係
長
職
・
係
職

に
向
け
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
会
を

開
催
。
基
本
的
な
マ
ナ
ー
と
し
て
、
正

し
い
応
対
言
葉
や
電
話
対
応
等
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
研
修
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、「
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
づ
く
り
」
を
目
指
す
た
め
の
考

え
方
を
学
び
ま
し
た
。

女
性
部
沼
田
支
部 

部

員

研

修

コンプライアンス・メンタルヘルス研修

職
員
向
け
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
・

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修

ビジネスマナー研修

女
性
部
沼
田
支
部
寿
会

通
常
総
会
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Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
職
員
は
、
職
員
親
交

会
事
業
と
し
て
、
昨
年
よ
り
続
く
そ
ら

ち
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
に
よ
る
「
新

米
デ
カ
盛
り
弁
当
」
の
販
売
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
通
じ
、
米
の
消
費
拡
大
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

空
知
管
内
の
Ａ
コ
ー
プ
・
ホ
ク
レ
ン

シ
ョ
ッ
プ
に
て
期
間
限
定
で
発
売
さ
れ

た
新
米
六
〇
〇
ｇ
以
上
が
使
わ
れ
て
い

る
「
新
米
デ
カ
盛
り
弁
当
」
を
、
昼
食

と
し
て
一
五
九
名
分
発
注
し
ま
し
た
。

□
退
職
　
職
員〈
十
二
月
二
十
九
日
付
〉

　
稲
葉　

健
斗

（
営
農
推
進
事
業
部
営
農
推
進
課

営
農
推
進
係
）

□
異
動
　
職
員
〈
二
月
一
日
付
〉

　

佐
々
木　

尚
悟

営
農
推
進
事
業
部
営
農
推
進
課
営

農
推
進
係
（
米
穀
農
産
事
業
部
米

穀
農
産
課
米
穀
農
産
係
）　

□
採
用
　
職
員
〈
二
月
一
日
付
〉

　

川
橋　

拳
悟

秩
父
別
支
所
営
農
推
進
課
営
農
推

進
係

□
退
職
　
準
職
員〈
二
月
二
十
八
日
付
〉

　

稲
葉　

浩
一

（
施
設
事
業
部
農
機
車
輌
課
農
機

車
輌
係
）

新採用職員紹介

　２月より、JA職員として秩

父別支所営農推進課に勤めさ

せて頂いております川橋拳悟

です。

　組合員の皆様のお役に立て

るよう、努力していきますの

で宜しくお願い致します。

職
員
に
よ
る

米
消
費
拡
大
応
援

川
橋
　
拳
悟

（
秩
父
別
支
所
営
農
推
進
課
営
農
推
進
係
）
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問 い 合 わ せ 先

https://www.agrinews.co.jp/enquiry/index 
日本農業新聞公式ウェブサイトの問い合わせフォームよりお願いします。

dkanri@agrinews.co.jp
もしくは、下記のメールアドレスにお願いします。
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ドローン総合保険
農林水産用

農業や林業、漁業を取り巻く
幅広い分野での様々な場面で
ドローンが活用されています。

操縦ミスにより機体が民家に衝
突し、屋根を壊してしまった。

ドローンの着陸時に目測を
誤り、歩行者に接触しケガ
をさせてしまった。

ドローンが操縦ミスにより
誤って線路上に墜落し、線
路の損害はなかったもの
の、ドローンの撤去のため
に電車の運転を停止させ、
賠償責任を負った。

ドローンで散布した
農薬が風に流され、
隣接する隣家の畑に
飛散した為、葉枯れ
を起こし、商品とし
て出荷できなくなっ
た。

賠償事故 事故例

操作誤りにより、架線と接触し
機体が破損した。

フライト中、機体に雷を
受けて操縦不能になり落
下し破損した。

倉庫に保管していたドローンが
盗難にあった。

フライト中に機体の行方
がわからなくなり、機体
の捜索のため交通費や宿
泊費が必要となった。

機体事故 事故例

でも、ドローンの活用にはこんなリスクが！リスクでも、

ドローン総合保険

農林水産用
2022年4月1日以降保険始期用

動産総合保険・施設賠償責任保険（ドローン【農林水産用】特約付帯）

運 搬
調 査

散 布

ドローン総合保険
ドローン総合保険
ドローン総合保険
ドローン総合保険
ドローン総合保険
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ドローン総合保険

農林農林水産水産水産水産用用

動産総合保険・施設賠償責任保険（ドローン【農林水産用】特約付帯）

運 搬
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本社／〒105-8604　東京都港区新橋1-18-6
ホームページ  https://www.kyoeikasai.co.jp/

PE118300（’２2.08）
22-0983

お問い合わせ先 引受保険会社

農林水産用ドローン総合保険の５つのポイント

万が一のドローン機体の損害や
第三者への法律上の賠償責任に備え、

農林水産用ドローン総合保険をおススメします！
是非、ご加入をご検討ください！

新価（再調達価額）で保険金をお支払い！（機体補償）
この保険契約では、保険の対象となるドローンの機体の保険金額を新価で設定します。
万が一の事故の際は、新価をもとに保険金をお支払いします。（支払限度額を設定した場合は、その限度額
が上限となります。）
新価での保険金のお支払いなので、修理代や買換費用の持ち出しがありません。（－10 等級から 0 等級の
契約で、初回事故の場合）
新価（再調達価額）とは保険の対象であるドローンと同一の質、用途、規模、型、能力のものを再取得するのに要する額をいいます。

ポイント1

事故がなければ翌年の保険料が割安に！（機体補償）割安
保険料は、事故の有無により変動する等級制度を採用しています。事故がなければ、翌年継続時の更改保険
料がお安くなります（－7等級～－10等級の更改保険料は同一となります。）。

３機以上の契約をまとめることで保険料を5％引き！（機体補償）5％引き
１保険証券で３機以上のドローンを契約する場合に「多数契約割引」を適用し、保険料を５％割り引きます。

農薬の飛散等のドリフトリスクも対象に！（賠償責任補償）ドリフトリスク
農薬や肥料の散布、種子の散播について、風に流され、隣接する隣家の農作物に被害を与えた場合などの
ドリフトリスクも補償の対象にしています。

様々な特約を自動付帯！（賠償責任補償）自動付帯
他人に迷惑をかけた場合に負担する法律上の賠償責任について、様々なケースに対応できる各種特約をセッ
トしたプランをご用意しています。

ポイント2

ポイント3

ポイント4

ポイント5

新価（再調達価額）

● このチラシにおける「農林水産用ドローン総合保険」は、動産総合保険と施設賠償責任保険（ドローン【農林水産用】特約付帯）のセット商品です。

このチラシは保険の概要を説明したものです。補償内容は農林水産用ドローン総合保険パンフレット（PE112000）とあわせてご覧ください。ご不明な
点につきましては、取扱代理店または共栄火災営業店にお問い合わせください。

ＪＡ北いぶき

本　　　所　共　済　課　0164-33-2011 

妹背牛支所　貯金共済課　0164-32-2451 

沼 田 支 所　貯金共済課　0164-35-2221

ＪＡ北いぶき

本　　　所　共　済　課　0164-33-2011

妹背牛支所　貯金共済課　0164-32-2451

沼 田 支 所　貯金共済課　0164-35-2221
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2210784074 

新登場 
農業で発生した 

事故による第三者への 

賠償に備えられる 

農業を取り巻く賠償リスクを「安心・シンプル・簡単に」に解決します。 

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）を必ずご覧ください。また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注

意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。 

お問い合わせ 
ＪＡ北いぶき 

本   所 共 済 課 0164-33-2011 

妹背牛支所 貯金共済課 0164-32-2451 

沼 田 支 所 貯金共済課 0164-35-2221 

農業者賠償責任共済
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区　　分 曜　　日 営業時間（4月〜） 摘　要

事 務 所
秩父別営農販売事務所
（融資経済課窓口含む）

平日 8：30〜17：15 日曜・祝日は休業致します。

土曜
4月〜8月 休業 4月から8月まで土曜を休業致し

ます。

9月〜10月 8：30〜11：45 第2・第4土曜は休業致します。

生 産 資 材 店 舗
農 機 車 輌 店 舗

平日 8：30〜17：00

春・秋の繁忙期間については、別
途FAX等にてお知らせ致します。土曜 8：30〜11：45

日曜・祝日 休　　業

貯 金 共 済 窓 口 平日 9：00〜16：00 土曜・日曜・祝日は休業致します。

貯 金 A T M

平日 9：00〜18：00

土曜 9：00〜17：00

日曜 9：00〜17：00 本所（秩父別）のみの営業となり
ます。

祝日 休　　業 土曜・日曜と重複する場合も全店
舗休業致します。

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

妹　背　牛
沼　　　田

平日・土曜 7：30〜19：00
春・秋の繁忙期間については、別
途FAX等にてお知らせ致します。
※祝日と日曜が重複する場合も休
業致します。

祝日 8：00〜18：00

日曜 休　　業

秩　父　別 平日・土日・祝日 7：30〜19：00

㈱まちづくりぬまた
物産サービスセンター

平日 8：30〜17：30

土日・祝日 8：30〜17：00

ダ・マルシェ　沼田店 平日・土日・祝日 9：00〜19：00

㈱ ホ ク レ ン 商 事
エーコープ秩父別店

平日・土日・祝日 9：30〜19：00 ※毎月 1日・15 日は 9：00 〜
19：00営業です。

～営業時間の変更のお知らせ～
令和5年4月1日からの営業時間について、下記の通りお知らせ致します。
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令
和
5年
3
月
24
日

発
行
日

発
行
元

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町
1298番

地
の
8
編

集
管
理
本
部
TEL 0164－33－2011　

FAX 0164－33－3311
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
http://w

w
w
.ja-kitaibuki.or.jp/

1月13日、北いぶき青年部通常総会にて
感謝状を受け取る

佐藤宏樹さん、日裏健二さん、林徳彰さん

1月19日、
第2回役員報酬審議会にて
答申をする境谷委員長

２月９日、
北いぶき女性部通常総会にて

感謝状を受け取る
田村かなえさん

1月27日、
女性部秩父別支部
サークル発表

3月2日、
秩父別支所農機車輌課にて、
春の3支所合同展示会を開催

3月3日、
第3回役員報酬審議会にて
付帯意見書を答申する

境谷委員長
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